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観光産業ニュース「トラベルボイス」鶴本浩司



■鶴本浩司の紹介
2001年まで、オーストラリア政府観光局のオンラインマーケ
ティングマネジャー。

観光産業ニュース会社「トラベルボイス」を設立、代表取締役
社長に就任。

―その他（いずれも現任）―

観光に特化したデジタルマーケティング会社「株式会社マーケ
ティング・ボイス」を設立、代表取締役社長。

観光専門シンクタンク「JTB総合研究所」の客員研究員。

テクノロジー企業「株式会社パイプドHD」（東証一部）の社
外取締役。

ジャパン・ツーリズムアワード選考部員
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■観光産業ニュース「トラベルボイス」

① 読者は、月間60万人。観光産業
分野のニュースとしては、読者数は
最多。

② 旅行✕デジタルのニュースに強
み。

③ 主な読者は、DMOをはじめと
した観光産業分野の、経営層やキー
パーソン。

④メルマガ登録おすすめ。
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旅行×デジタル
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DCATSと、「タビマエ・タビナカ・タビアト」
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いま「旅行✕デジタル」で起きていること
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1. ブルーオーシャンが、レッドーシャンに
（民泊、ライドシェアなど）

2. 理想的と思われたソリューションが、新たなバトルに
（キャンセル社、決済など）

3. 「モノ消費→コト消費」が、「トキ消費・イミ消費」に

4. 帰ってきた「ポータル」（スーパーアプリ）



いま宿泊施設の「デジタル」で起きていること
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1. 利益性＝レベニューマネジメントのテクノロジー（宿泊料金
の最適化）

2. 客室流通＝「直販」強化のためのテクノロジー（レートパリ
ティー＝宿泊料金の統一化）

3. 顧客満足度＝クチコミ／レビューのテクノロジー

4. 施設内デジタル＝スマホの客室キーやルームサービス注文の
テクノロジー
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■観光産業ニュース「トラベルボイス」

ありがとうございました︕


